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株 主 の 皆 様 へ

F U J I F I L M  N E W SVo l .91
December 2014

持続的な成長により、社会に貢献し続ける企業へ

中期経営計画「VISION2016」発表！
　富士フイルムのコア事業であった写真フィルムの需要が激減した2000年以降、当社を取り巻く事業環境の変化に対応すべく、
成長性が高く当社グループの技術力を存分に発揮できる「ヘルスケア」「高機能材料」「ドキュメント」の事業分野と、成長が続く
新興国を中心とするグローバル展開に経営資源を投入し、迅速果敢に事業転換を進めてきました。その結果、安定的に利益や
キャッシュを創出する経営基盤を確立することができました。
　今後もさらに成長し、社会に貢献し続ける企業であるために、2014～2016年度3カ年の中期経営計画「VISION2016」を
策定しました。成長の舞台は第二章へ。利益の更なる拡大とともに、企業価値の向上を図っていきます。

売上高 24,400億円
2013年度

1,408億円
5.8%

810億円

4.2%

26,300億円
2016年度

2,200億円
8.4%

1,200億円

7.0%

営業利益
営業利益率
当社株主帰属
当期純利益
ROE

過去最高益の達成

ROEの向上

業績目標

コンセプト・施策
強固な経営基盤

安定的な利益・キャッシュの創出

●ヘルスケア・高機能材料・ドキュメント事業を成長ドライバーとし、
   拡販活動や新製品の市場投入により売上・シェア・利益を拡大
●戦略的なM&Aを実施（3年間で4,000～5,000億円規模）
●あらゆる企業活動において生産性向上と効率化を推進

2016年度までの3年間で、配当金と自社株買い合わせて2,000億円強を還元

2018年度に
営業利益率10％
ROE 8%の
達成を目指す

各事業戦略による営業利益目標の達成に加え、戦略的M&A投資による利益の上乗せや
株主還元の強化により、ROE 7％を達成させます。

株主還元の強化

中長期的に安定成長できるビジネスポートフォリオの構築

配当金 自社株買い

コア事業の成長加速 全事業における収益性の向上
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1兆1,829億円

前年比＋0.7%　

406億円

前年比＋28.9%　

58.8%

＋0.5ポイント
1株当たり25円

売上高 当社株主帰属四半期純利益

海外売上高比率

716億円

前年比＋24.7%　

84円13銭

＋18円83銭

営業利益

1株当たり当社株主帰属四半期純利益 中間配当金

2014年度上期業績ハイライト

2014年度上半期の振り返り

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　2014年度上半期（2014年4月1日～9月30日）の業績は、
フォトイメージング、メディカルシステム、電子材料、 
ドキュメントなどを中心に販売が好調に推移したこと 
及び、各事業における収益性改善によって、売上高は 
1兆1,829億円（前年比0.7%増）、営業利益は716億円 
（前年比24.7%増）の増収増益となりました。
　成長戦略の柱である3事業分野において、「ヘルスケア」
では、超音波診断装置、内視鏡、医療 ITの販売が好調に 
推移し、メディカルシステムの売上成長が継続しました。
また医薬品分野では、アルツハイマー型認知症治療薬
「T-817MA」の国内・米国での第Ⅱ相臨床試験、抗がん剤
「FF-10501」の米国での第 I相臨床試験を開始するなど、 
着実にパイプラインの開発を推進し、従来より注力してきた
感染症領域を含め、アンメットメディカルニーズへの対応
を強化しています。「高機能材料」では、堅調に推移する 
フラットパネルディスプレイ材料に加え、フォトレジスト
など電子材料の販売が好調に推移しました。「ドキュメント」
では、直販の強みを生かした、サービスやソリューション

の展開を加速するとともに、成長を続ける新興国市場向け
モデルを投入し、カラー複合機のシェアを拡大しています。
　更に、フォトイメージングでは、インスタントカメラの
販売が非常に好調であったことや、「Year Album」などの
付加価値プリントビジネスが拡大し、売上･利益ともに 
大きく成長しました。また、デジタルカメラ事業は製品 
ラインアップの高級機種へのシフトで販売台数は減少しま
したが、プレミアムミラーレスカメラ「FUJIFILM X-T1」
をはじめとするXシリーズが好調に推移したことで大幅に
損益が改善しました。その他の事業においても、変化する
事業環境に対応し今後も安定して高い利益を上げられる
よう、さらなる企業体質の強化に取り組んでいます。
　2014年度通期の業績予想は、売上高は2兆4,600億円、
営業利益は1,600億円としており、前年比で増収増益を 
見込んでおります。また2014年度中間配当金は、1株当たり
25円といたしました。当期の年間配当金につきましては、
前期配当金（記念配当金10円含む）と同額の1株当たり50円
（期末配当金25円）を予定しております。

今後の取り組み

　当社はこのたび、2016年度を見据えた中期経営計画
「VISION2016」を策定しました。これまで進めてきた改革
や成長戦略により安定的に利益を創出できる経営基盤が
整いました。今後は、更に成長を加速させ、中長期的に 
安定成長できるバランスの取れたビジネスポートフォリオ
を構築していくとともに、株主還元も強化し、株主資本 
利益率（ROE）を向上させていきます。2016年度には、 
売上高を2兆6,300億円、営業利益を過去最高となる 

2,200億円に拡大し、ROE7%の実現を目指します。
　株主の皆様には、今後ともなお一層のご支援、ご鞭撻を
賜りますよう、よろしくお願いいたします。
2014年12月
 代表取締役会長・CEO 代表取締役社長・COO

構造改革や成長戦略で 
構築した経営基盤を 
生かし、次なる成長へ



フラットパネル
ディスプレイ材料
647億円

グラフィック
システム
1,370億円

ヘルスケア
1,734億円

フォト
イメージング
1,089億円

光学・電子映像
600億円

オフィスプロダクト
2,589億円

オフィスプリンター
900億円

プロダクション
サービス
743億円

グローバルサービス
867億円

その他
605億円

産業機材・
電子材料　他
461億円

記録メディア
224億円
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インフォメーション ソリューション

イメージング ソリューション

ドキュメント ソリューション

売上高構成比

38%

売上高構成比

14%

売上高構成比

48%

業績概要
全ての地域での売上が伸長したことに加え、原価
改善やSGA比率低減の効果により増収増益
●  オフィスプロダクト及びオフィスプリンター
は、新製品の好調な販売もあり、アジア・ 
オセアニア地域を中心に販売台数が増加

●  プロダクションサービスでは、米国ゼロックス社 
向け輸出が増加

●  グローバルサービスの成長が加速

業績概要
フラットパネルディスプレイ材料の売上が減少
したものの各事業の収益性改善により増益
●  メディカルシステムは、医療 ITや超音波診断
装置などの売上が増加

●  グラフィックシステムは、消費税増税の 
駆け込み需要の反動があったものの後半に
回復し、売上が増加

●  先端フォトレジストなどの電子材料の販売
が好調に推移

業績概要
インスタントカメラの好調な販売に加え、 
デジタルカメラの損益が改善したことにより
黒字化を達成
●  インスタントカメラ“チェキ”などの販売
台数が大幅に増加し、売上が拡大

●  プレミアムミラーレスカメラ「FUJIFILM X-T1」
 などXシリーズが好調に推移
●  テレビカメラ用レンズの販売が堅調に推移

今後の取り組み
●  好調なグローバルサービスやプロダクション
サービスの強化による成長の加速

●  アジア・オセアニア地域での更なる拡販による
シェア拡大

●  継続的な原価改善や生産性向上活動による
収益性の向上

今後の取り組み
●  フラットパネルディスプレイ材料は、テレビ
向けに加え、成長が続くスマートフォン、
タブレット向けフィルムを拡販

●  世界トップレベルの研究機関や治療施設と 
協働することにより、新薬開発を加速

●  コンピューター用磁気テープの販売に加え、
データアーカイブサービス「d:ternity」の 
普及などによりデータアーカイブ分野の 
一層の売上拡大

今後の取り組み
●  インスタントカメラ“チェキ”は引き続き
安定した収益を確保

●  「Year Album」などの付加価値プリント 
ビジネスの拡大

●  デジタルカメラの高級機種と交換レンズの
ラインアップを拡充し、販売を強化

事業セグメント

売上高

5,704億円

前年比

＋3.7%

前年比

＋7.6%

営業利益

497億円

売上高

4,436億円

前年比

△1.0%

前年比

＋1.8%

営業利益

324億円

売上高

1,689億円

前年比

△4.2% （黒字化）

営業利益

46億円
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新中期CSR計画「サステナブル バリュープラン2016」がスタート！
　創立80周年を機に制定したコーポレートスローガン
「Value from Innovation」に基づき、「製品・サービス・ 

技術を通じて社会課題の解決を積極的に目指すこと」を
『新たな視点』として、中期CSR計画「サステナブル  

バリュープラン2016」がスタートしました。
　1934年、フィルム製造からスタートした当社はいま、 
医療、化粧品、印刷、高機能材料などへと事業領域を拡げ、
200以上の国・地域で事業を展開するグローバル企業として
大きく飛躍しました。また、生活・文化・健康等の面で社会に

役立つ商品・サービス・技術を一貫して提供し「社会課題の
解決を目指す活動が、事業の成長にもつながる」という 

ことを明らかにしてきました。今後も当社の強みを生かし、
社会への影響の観点から「環境」「健康」「生活」「働き方」を 

重点4分野と定め、11の社会課題の解決に取り組みます。
　富士フイルムは、これまで培ってきたさまざまな技術を
核にイノベーションを起こし、社会やお客様の課題解決に
向けた新たな価値を創出することで、持続可能な社会の 

発展に貢献していきます。

事業トピックス＆ニュースコーナー

T O P I C S  | トピックス

N E W S  |  ニュースコーナー

事業を通じた社会課題の解決
FUJIFILM  Sustainable Value Plan 2016

事業プロセスにおける環境・社会への配慮

1. 地球温暖化への対応
2. 水問題への対応
3. エネルギー問題への対応

1. 医療サービスへのアクセス向上
2. 疾病の早期発見への貢献
3. アンメットメディカルニーズへの対応
4. 健康増進、美への貢献

1. 安全、安心な社会づくりへの貢献
2. 心の豊かさ、人々のつながりへの貢献

1. 情報の壁を越える
 コミュニケーションの促進
2. ダイバーシティーの促進

1. 地球温暖化対策の推進
2. 資源循環の促進
3. 製品・化学物質の安全確保

1. グローバルなコンプライアンス
 意識の向上と
 リスクマネジメントの徹底
2. 多様な人材の育成と活用
3. CSR視点でのバリューチェーン・
 マネジメントの強化

推進方針1
製品・サービスを通じて、環境、
人々の健康・生活・働き方に関する

社会課題の解決に貢献

環  境

健  康 生  活

推進方針3
企業活動を支える
CSR基盤を

バリューチェーン全体にわたり強化

推進方針2
生産活動等の

事業プロセスにおける
環境課題への積極的な取組みを推進

働き方

ヘアケア市場に参入、
アスタリフトシリーズがさらに充実 

ヘルスケア事業の 
さらなる成長に向けた活動を加速

アスタリフト スカルプフォーカス
● 写真分野で培ったナノ化技術を応用し、髪と頭皮に深く
浸透する独自成分を配合したシャンプー・コンディショ
ナー・スカルプエッセンスの3品種
をラインアップ
● 頭皮環境を整える独自成分の 
「ナノグリチルレチン酸」を全シリーズ
に配合
● ハリやコシ、ボリュームを与え、 
健やかな美しい髪へ導く

● バイオ医薬品事業拡大のために成長するワクチン受託
製造市場へ参入
　　米国のバイオ医薬品受託製造会社Kalon社を買収
● 再生医療製品の開発を加速し、製品化を推進
　　 ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング社を連結 
子会社化

●  PET（陽電子放射断層撮影）検査用の放射性医薬品市場に
参入
　　 アルツハイマー型認知症治療薬「T-817MA」と合わせ、 
アルツハイマー型認知症の診断から治療まで幅広く貢献
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写真の魅力を体感できるフジフイルムスクエアがリニューアル

　東京ミッドタウン本社「フジフイルムスクエア」内に、
プレミアムデジタルカメラ「Xシリーズ」ショールームと
写真展会場「ギャラリーX」、「東京サービスステーション」
がオープンしました。
　1階の「Xシリーズ」ショールームでは、「Xシリーズ」の
最新モデルや交換レンズを手に取って、併設するミニ 

スタジオで専門説明員の解説を聞きながら気軽に試写を
お楽しみいただけます。「ギャラリーX」では、世界中の 

プロ写真家が「Xシリーズ」で撮影し、高画質プリントで 

出力した作品を常時展示するとともに、情報発信基地 

として、プロ写真家によるトークショーやセミナーなど、
さまざまな企画を開催していきます。
　また、2階に新設した「東京サービスステーション」は、
カメラの使い方からアフターサービスまで一貫した 

サポートを展開します。交換レンズの貸し出しサービス
なども実施しています。ぜひ足をお運びいただきプレミアム
デジタルカメラ「Xシリーズ」の魅力を体感してください。

高性能をより手軽に
プロ市場向けプロダクションプリンター

独自の色再現技術を搭載した 
Xシリーズの高級コンパクトデジタルカメラ

●  フルカラー毎分100ページの生産性
●  新スムージング技術の導入などにより、文字・線画の品質、
グラデーション表現、ハイライト/シャドウ部の再現性を
向上

●  新FMスクリーン
により、画像の 
粒状性を大幅に
改善

FUJIFILM X30
●  「ファインダーを覗いて撮る楽しさ」を追求した新開発の
「リアルタイム・ビューファインダー」搭載
●  大容量バッテリー採用で 
長時間の撮影でも安心

●  新開発のカラーモード 
「クラシッククローム」を搭載
落ち着いた表現と深みの 
ある色再現が可能

「Xシリーズ」ショールーム

写真展会場「ギャラリーX」

所在地：  東京都港区赤坂9-7-3 
東京ミッドタウン・ウェスト1階

●   東京メトロ日比谷線「六本木駅」 
4a出口より徒歩5分

●  都営大江戸線「六本木駅」8番出口と直結
●   東京メトロ千代田線「乃木坂駅」 

3番出口より徒歩5分
入館無料
開館時間：  10:00-19:00（入館は18:50まで） 

無休 (年末年始を除く）
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“Year Album（イヤーアルバム）”
富士フイルムの技術で簡単に本格的なアルバム作りを。

FOCUS
富 士 フ イ ル ム グ ル ー プ の 未 来

　当社が行った利用者意識調査によると、デジカメやスマートフォンで撮影された大量の写真が記録 

メディアやスマートフォン、パソコンに保存されたままになっています。その数、1世帯当たり年間500～1,000枚！この
写真をもっと活用して「思い出をカタチに」残してもらいたいという思いからフォトブックサービスを2007年にスタート。
これまで多くの方にお子様の成長や結婚、卒業、旅行などのイベントの記録としてご利用いただいてきました。

 2013年には、さらに多くの方に簡単に大切なアルバムを作っていただくために、大量の写真から良い画像を自動で 

抽出し、魅力的なレイアウトの一冊に作成することを可能にした新フォトブックサービス「Year Album」が誕生しました。

写真を1枚ずつ 
選ぶのは時間がかかる

レイアウトが 
難しい

パソコン操作が 
苦手

写真が多すぎて 
整理できない

メリハリある 
自動レイアウト
任意の人物を「主人公」に
指定することで、主人公を
中心としたレイアウトに
変更することも可能

「良い写真」を 
自動選択

独自技術「イメージオー
ガナイザー」により撮影 
条件や顔認識から 
「良い写真」を選択

最短5分で 
見本が完成

見本レイアウトをもとに、 
写真の入れ替えなどの 

編集が可能

お店でも 
作成可能

　10月にはドイツとフランスで「My Photo Diary」として
サービスをスタートさせ、本格的に海外展開を開始し、その後
アジアでも「Year Album」のサービスをスタートさせました。
　日本では iPhone、iPadからも注文ができるようになり

ました。今後も撮る、残す、飾る、贈るといった「思い出を 

カタチに」残す素晴らしさと写真本来の力や価値を皆様に 

伝えていけるよう「Year Album」をグローバルに展開して
いきます。

　「Year Album」は2013年のサービス開始から順調に売上を伸ばしており 

2014年度上期は対前年度比で2.5倍以上の販売となっています。

出来上がりは 
高品質な 
アルバム

銀写真プリントで 
高画質を実現

アルバム作りは 
とても簡単！

入れ替え可能

スタンプやコメントを
入れてアレンジ可能

注文後、1週間から 
10日で出来上がり



※  「日本式大腸がん検診システム」とは、日本での一般的な検査方法で、
 便潜血検査で陽性反応を示した場合に大腸の内視鏡検査を行うこと
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メディカルシステム事業
新興国の医療レベル向上に貢献

	 富士フイルムは、医療レベルの向上を必要としている国に貢献するため、技術サポートから 
	 医療施設の設立まで幅広い活動を展開しています。

中東・アフリカでは
　中東・アフリカでは、医療レベルの向上のため国の指導により、国やODAの予算で病院に 

最新鋭の医療機器設備の導入がすすめられています。しかし、現地の 

医師や技師が正しい機器の使い方をしていない、さらにX線 

画像の読影医が不足しているなど診断レベルが向上
しにくい状況です。そこで、富士フイルムはドバイに
医療機器の取り扱いや画像診断のノウハウを教える 

トレーニングセンターを設立し、他社と差別化を図って
います。また、電力事情による停電や、病院の建て付けが 

悪く吊り下げ式の機器は取り付けられないなど、現地の状況
を考慮した医療機器の商品化とサービス開発に取り組んで 

います。特に現地仕様に合わせたデジタルX線システム「FDR Smart」は、 
中東・アフリカでの導入が順調に進んでいます。
　さらに、ドバイでは、富士フイルムが提供するシステムを通信回線によって国内36の国立病院をつなぎ、 
患者様の画像データなどを共有できる医療ネットワーク構築が完成しようとしています。

ブラジルでも
　新興国では、がんによる死亡率の増加が大きな問題になっています。
中でも大腸がんの患者が増大しており、検診によって早期発見する
ことが喫緊の課題となっています。
　富士フイルムは、東京医科歯科大学及びサンパウロ大学付属病院
と、ブラジルにおける「日本式大腸がん検診システム」の普及に関
して基本合意を締結いたしました。この締結は、これまで経済 

産業省の支援のもと3者で協力して実施してきた「日本式大腸がん
検診システム」普及の実証検査の有用性が確認されたことから、
同システムの普及と人材育成を推進していくことを決めたもの 

です。
　富士フイルムは、大腸の内視鏡検査に用いられる内視鏡を 

サンパウロ大学付属病院をはじめ、現地の医療機関に提供します。
また、2009年より中南米を中心に進めてきた内視鏡検診の普及
活動をさらに強化し、現地の検診精度を高めていくことで 

大腸がんの早期発見、医療の質の向上に寄与していきます。

Global
世 界 で 戦 う F U J I F I L M

締結式の様子
（右から2番目：中嶋社長）

アフリカでのX線画像
撮影の様子
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事業年度末日 3月31日
定時株主総会 6月下旬
公告掲載
当社ホームページに掲載します。  
URL（アドレス）は次のとおりです。  
http://www.fujifilmholdings.com/  
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公
告による公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載します。

株主名簿管理人  
東京都千代田区丸の内1丁目4番1号  
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先／電話照会先  
〒168-0063  
東京都杉並区和泉2丁目8番4号  
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部 
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の
全国各支店で行っております。
単元株式数 100株
住所変更、単元未満株式の買取・買増、配当
金受取方法の指定等のお申し出先  
株主様の口座のある証券会社にお申し出ください。

株主メモ

会社概要
会社名  富士フイルムホールディングス株式会社
設　立 1934年1月20日
本　社 東京都港区赤坂9丁目7番3号

連結従業員数  80,590名  
（2014年9月30日現在）

資本金  40,363百万円  
（2014年9月30日現在）

なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設され
ました株主様は、特別口座の口座管理機関である三井
住友信託銀行にお申し出ください。

「配当金計算書」について
配当金支払いの際、送付している「配当金計算書」は、
租税特別措置法の規定に基づく「支払通知書」を兼ね
ております。確定申告を行う際は、その添付資料とし
てご使用いただくことができます。
なお、「配当金領収証」にて配当金をお受け取りの株主
様につきましても、配当支払いの都度「配当金計算書」
を同封させていただいております。

連結財務ハイライト

損益計算書 単位 :百万円

　科目
2014年度

第2四半期累計

（2014年4月1日～
2014年9月30日）

2013年度
第2四半期累計

（2013年4月1日～
2013年9月30日）

売上高 1,182,894 1,174,278
営業利益 71,595 57,400
税金等調整前四半期純利益 75,807 62,520
当社株主帰属四半期純利益 40,551 31,465
研究開発費 79,822 83,483
設備投資額 29,146 30,273
減価償却費 59,083 68,048

貸借対照表 単位 :百万円

　科目
2014年度
第2四半期末

（2014年9月30日現在）

2013年度末
（2014年3月31日現在）

資産の部
　流動資産 1,833,829 1,761,697
　投資及び長期債権 355,493 332,461
　有形固定資産 528,968 530,237
　その他の資産 600,527 602,574
資産合計 3,318,817 3,226,969
負債の部
　流動負債 601,489 596,422
　固定負債 434,278 432,324
負債合計 1,035,767 1,028,746
純資産の部
　株主資本 2,096,688 2,020,639
　非支配持分 186,362 177,584
純資産合計 2,283,050 2,198,223
負債・純資産合計 3,318,817 3,226,969

キャッシュ・フロー計算書 単位 :百万円

　科目
2014年度

第2四半期累計

（2014年4月1日～
2014年9月30日）

2013年度
第2四半期累計

（2013年4月1日～
2013年9月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 129,242 128,840
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 79,022 △ 67,806
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,715 1,783
為替変動による現金及び現金同等物への影響 11,827 6,678
現金及び現金同等物純増加 59,332 69,495
現金及び現金同等物期首残高 604,571 445,394
現金及び現金同等物四半期末残高 663,903 514,889

2015年度の株主優待について
（2015年3月31日現在の株主名簿の株主様より適用）

　より多くの株主様にご利用いただきやすい優待を 
目指し、2015年度より株主優待制度を変更いたします。
　当社グループの事業に対する理解をより深めていた
だくことを目的として、当社グループヘルスケア商品
のトライアルキットや商品のプレゼント、そして優待
割引販売に加え、「Year Album」などのフォトブック
作成用クーポン券の優待を拡充いたします。

■ 株主優待の内容 ■■■■■■■■■■■■■
［100株以上］
 3月末 ヘルスケア商品トライアルキット進呈（申込制）
  ヘルスケア商品優待割引（申込制）※1

 9月末 ヘルスケア商品優待割引（申込制）※1

●1年以上継続所有 ※2

［100株以上］
 9月末 フォトブック作成用クーポン券（1,000円分）進呈※3

●3年以上継続所有 ※2

［500株以上］
 3月末 ヘルスケア商品進呈（申込制）
 9月末 フォトブック作成用クーポン券（4,000円分）進呈※3

※1：  優待割引購入申し込みはがきをお一人様に1枚送付。優待割引購入は
お申込みはがきの郵送でのみ受け付け。店頭等では購入できません

※2：  基準日現在、株主名簿上の当初取得日が1年前または3年前の同日
以前の株主様

※3：  保有年数・保有株式数により、1,000円または4,000円のクーポン券
を進呈。株主様専用ウェブサイトでのみ使用可能

※写真は商品の一例です。




